
　　 　　殿

１． 氏名又は名称及び住所並びに法人にあってはその代表者の氏名

２． 設定又は変更しようとする運賃（料金）を適用する路線又は運送の区間

別紙のとおり

３． 設定又は変更しようとする運賃（料金）の種類、額及び適用方法

別紙のとおり

４． 適用する期間又は区間その他の条件を付す場合には、その条件

５． 実施予定日

令和　　年　　月　　日

名　称：

代表者：

○○県□□市△△町※※番地＊号

○○バス株式会社

代表取締役　□□　□□

＊＊＊－＊＊＊－＊＊＊＊

一般乗合旅客自動車運送事業における運賃（料金）設定（変更）届出書

今般、一般乗合旅客自動車運送事業の運賃（料金）を設定（変更）したので、 道路運送法第９条

及び同法施行規則第９条の規定に基づき、下記のとおり届出いたします。

記

令和　　年　　月　　日

中 部 運 輸 局 長

住　所：

○○県□□市△△町※※番地＊号

○○バス株式会社

代表取締役　□□　□□

住 所

名 称

代表者

連絡先

記載例



別紙

１． 設定又は変更しようとする運賃（料金）を適用する路線又は運送の区間

□□市コミュニティバス

・ △△線

・ ××線

（□□市地域公共交通会議で協議された路線）

２． 設定又は変更しようとする運賃（料金）の種類、額及び適用方法

（１） 運賃の種類及び額

（２） 旅客運賃の計算方法

ア 小児運賃は大人運賃の半額とし、１０円未満の端数は１０円単位に切り上げる。

イ 運賃計算上の端数は、１０円単位に切り上げる。

（３） 運賃の適用方法

① 大人運賃と小児運賃の区分は、次に掲げるものによる。

大人運賃 中学生以上の者

小児運賃 小学生以下の者

② 運賃の適用方法は、下記のとおりとする。

ア 片道運賃

片道運賃は、旅客が片道１回乗車する場合に適用する。

イ 回数運賃

(ｱ）回数運賃は、旅客が多回数乗車する場合に適用する。

(ｲ)

ウ 定期運賃

(ｱ）定期運賃は、旅客が不定回数乗車する場合に適用する。

(ｲ)

③ 割引の種類及び適用方法は、次の通りとする。

ア 身体障害者・知的障害者に対する割引

(ｱ)

(ｲ)

イ 児童福祉法の適用を受ける者に対する割引

(ｱ)

(ｲ)

ウ 割引の重複

２以上の割引に該当する場合は、重複して運賃の割引を適用しない。

割引率は、５割引とする。

回数旅客運賃

定期旅客運賃

回数運賃は、その券面に運賃額を記載し、その記載額と同額の片道運
賃として取り扱う。

定期運賃は、その券面に１ヶ月間の有効期限を記載し、その有効期間
内のみ有効とする。

身体障害者福祉法（昭和24年法律第283号）第15条第4項の規定に基づ
く身体障害者手帳の交付を受けている者若しくは都道府県知事（政令
指定都市にあっては市長）の発行する知的障害者の療養手帳の交付を
受けている者が、その手帳を呈示し、又は市町村長の発行する所定の
運賃割引証を提出したとき及びその介護人が介護のために乗車する時
に適用する。

運賃の種類 運賃の額（大人運賃）

片道普通旅客運賃

別表のとおり

割引率は、５割引とする。

児童福祉法第12条の4及び第41条から第44条までに規定する諸施設によ
り養護等を受けてる者及びその付添人が養護等のために乗車する場合
であって、保護施設の長が発行する所定の運賃割引証を提出したとき
に適用する。

記載例



※均一運賃の場合

別表

片道普通旅客運賃 一乗車２００円

回数旅客運賃 券種 枚数 運賃額

２００円 １１枚 ２，０００円

１００円 １１枚 １，０００円

５０円 １１枚 ５００円

定期旅客運賃 有効期間 運賃額

１ヶ月 ６，０００円

※停留所間で運賃が異なる場合

別表

片道普通旅客運賃

回数旅客運賃 枚数 運賃額

１１枚 片道普通旅客運賃を１０倍した額

定期旅客運賃 有効期間 運賃額

１ヶ月 片道普通旅客運賃を３０倍した額

市役所

200 300病院前

100 100 200 200 300 300

小学校

100 100 200

100 100

100図書館

体育館

200 200

100 100 200中学校

100 100公民館

記載例

記載例


